
 １／３ 

新しい市役所の実現に向けた取り組みについて 

 

１．市民により便利な市役所 

○新しい市役所では、来庁者が目的に応じてどこに行けばよいのか直ぐにわかる総合案内の強化、利用者が多いサービスや手

続きが関連する窓口の集約によるたらいまわしの防止徹底、きめ細やかな相談体制の充実などを通じ、より「親切で早く、

わかりやすい」市民本位の便利なサービスをめざします。 

○職員一人ひとりの資質向上と正確かつ迅速な事務処理を徹底し、市民からの信頼を深め、より身近に感じていただける市役

所をめざすとともに、ＩＴ（情報技術）を有効活用し、より効果的かつ効率的な行政事務を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１）支所の窓口サービス 

支所においても本庁舎と同様の方策を推進し、親切で早く、わかりやすい市民本位の便利な窓口サービスや信頼される市役所などをめざします。 

 

資料１ 

１．市民により便利な市役所 たらいまわしのない市役所 

時間を大切にする市役所 

市民に身近で処理件数の多い窓口サービスは、多くの人たちが最も行

きやすく、立ち寄れる厚生会館地区に集約 

市民に身近な窓口サービスをシティホールに集約 

本庁舎の低層階に窓口サービスをまとめてスッキリ配置 

窓口サービスは低層階にまとめ、市民にとってわかりやすく、スッキリと配

置 

総合案内サービスの強化 

市民の目的に応じた窓口や手続きの概要を丁寧に紹介するとともに、専

門的な知識を必要としない簡易な相談を即受付け 

市民は歩かず、職員が出向き相談に対応 

個別相談は、担当課の職員が低階層の窓口に出向き、きめ細やかに対

応 

待ち時間・待たされ感の軽減 

窓口サービスを時間がかかるものと、かからないものに分け、それぞれを

まとめてスッキリと配置 

一目でわかる案内表示 

一目で目的の窓口を見分けられるよう、案内表示は大きく見やすい文字

にするとともに、色やシンボルマークなどでわかりやすく表現 

信頼される市役所 

複数の手続きをまとめた申請書の簡略化や窓口の土日祝日の開庁など

の検討 

さまざまな創意工夫を凝らした窓口サービス 

来庁者をきめ細やかにサポートするコンシェルジュ 

窓口をサポートするフロアマネージャー 

プライバシーに配慮した窓口対応 

行政サービスのきめ細やかなサポートを行うコンシェルジュの配置 

市民を目的の窓口へ誘導したり、申請・届出書類の記入方法などを親

切丁寧にサポートするフロアマネージャーを配置 

プライバシーに配慮した相談コーナーの設置や個人情報保護の徹底 

 

行政手続きのオンライン化（電子申請の拡充）、公共料金の電子納付・収納

などの利用拡大、コールセンター、証明書自動交付機などの導入を検討 

ＩＴを活用した便利で・効率的な行政サービスの提供 

「もてなす心」の徹底や接客スキルの向上 

すべての職員に来庁者を「もてなす心を」徹底させるとともに、接客スキ

ルの向上や正確で迅速な事務処理を目的とする実務研修を強化 

<<新しい市役所の姿と基本的な方向性>> <<実現のための方策>> 
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市民が気軽に利用できるオープン型協働スペースの設置 

２．市民に開かれた交流拠点 

○新しい市役所では、明るく入りやすい、開かれた空間や雰囲気づくりに積極的に取り組みます。例えば、「ふらっと入りたく

なるようなロビーがある」、「市政はもちろん、地域主体のイベントや市民活動などさまざまな情報を得られるラウンジがあ

る」、「傍聴しやすい雰囲気の議場がある」など、より多くの市民から市政に対する関心を持っていただけるよう、施設の機

能を工夫します。 

○さらに、「市民・議員・職員が気軽に情報を交換し、同じ目線でまちづくりを語り合う」、そして「お互いの持ち味を存分に

発揮し、協働でまちづくりに取り組む」といったように、市民との協働を積極的に行える交流拠点をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．市民に開かれた交流拠点 明るく入りやすい空間 

情報交流の拠点 

市民との協働を推進する市役所 

市民に開かれた議会 

市民が気軽に語らい、くつろげるロビーの設置 

市民が気軽に待ち合わせや話し合いができる明るい雰囲気のロビーや

喫茶コーナーなどを設置 

屋根付き広場の積極活用 

ミニコンサートやフリーマーケットなど市民がイベントに利用する場として、

また、さまざまな行事を開催する「ハレの場」として、積極的に有効活用 

さまざまな情報を受発信できる情報ラウンジの充実 

ＮＰＯや市民活動団体等の活動紹介やイベント告知、行政や地域の情

報など、さまざまな情報を受発信できる情報ラウンジを充実 

長岡の魅力を発信する案内人や市のＰＲコーナーの設置 

市民や来街者に心をこめて応対する「まちの案内人」の配置や、観光案

内、特産物販売など、本市の魅力を積極的にＰＲ 

民間のノウハウを取り入れた屋根付き広場の運営 

年間を通じてにぎわいを創出するため、民間のノウハウを活用し、利用

目的・時間・料金など市民が気軽に利用できるよう十分配慮 

ハード・ソフトの両面から、市民の自主的なまちづくり活

動をサポート 

市民の自主的なまちづくり活動や団体間の交流などを支援する市民活

動センター機能の拡充や、夜間等におけるシティホール会議室の開放 

議会関連施設の厚生会館地区への配置 

より多くの市民が傍聴しやすいよう、議会関連施設を厚生会館地区に配

置するほか、議員の調査研究活動を支援する諸機能を充実 

市民との距離を近づける傍聴席 

傍聴席はできるだけ多く確保し、議員席との高低差を少なくするなどの

工夫を施すほか、議会や委員会の様子をシティホール内のモニターで

実況中継 

議場などの有効利用 

市民にとって、より身近で親しまれる議会となるよう、議会に支障をきたさ

ないことを大前提に、議場などの有効利用を検討 

<<新しい市役所の姿と基本的な方向性>> <<実現のための方策>> 

協働を実践する場として、市民と職員、市民同士など、気軽に語り合え

るオープン型の協働スペースを設置 
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３．次世代に誇れる市役所 

○新しい市役所は、未曽有の災害を乗り越え、10地域が合併して大きく成長した新・長岡市のシンボルです。このため、「日本

一災害に強いまち」にふさわしい防災性、高齢社会や環境問題に対応し、かつ魅力的なまちづくりを積極的にリードする先

進性、さらに、将来への負担や維持管理コストを最小限に抑える経済性を兼ね備えた、全国から注目され次世代に誇れる市

役所をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注２）コージェネレーションシステム 

発電時に発生する排熱を電力とあわせ利用するシステム。 

３）新潟県福祉のまちづくり条例（平成8年3月制定） 

すべての人が安全で快適に暮らせるまちづくりの推進を目的に、多くの人が利用する公共的施設について、基準に適合した整備を行うことを定

めたもの。 

 

３．次世代に誇れる市役所 合併１０地域のシンボルとなる市役所 

災害に対して安心・安全な市役所 

まちづくりをリードする市役所 

新エネルギー活用の検討と省エネルギー対策 

天然ガス「コージェネレーションシステム」｛注２｝などの導入の検討、雨水

の再利用などの省エネルギー対策により環境へ配慮 

すべての人にやさしい庁舎 

「新潟県福祉のまちづくり条例」｛注３｝に定められた基準を満たすだけでな

く、より安全かつ快適に利用できる庁舎の実現 

長岡の歴史や伝統文化への配慮 

シティホールの整備にあたっては、長岡の歴史や文化に配慮 

十分な耐震性が確保された本庁舎 

建物本体だけでなく、設備や機器への被害も最小限に食い止め、迅速

な災害対応を可能にする十分な耐震性能を確保 

災害対策本部機能の強化 

防災情報を一元的に集約・整理し、迅速な初動対応を可能にする防災

情報システムなど災害対策本部として必要な機能を強化 

オープンスペースの有効活用 

市民ロビーや屋根付き広場など、シティホール内に設けるオープンスペ

ースは、災害発生時にも一時避難所として利用できる安全性を確保 

まちなか型公共サービスの展開による中心市街地の 

活性化 

市役所の本庁機能、まなび交流機能、子育て支援機能などをまちなか

に集約配置することで、中心市街地の活性化、公共交通の利用促進を

図り、コンパクトシティの実現をリード

来庁者駐車場の有効活用 

シティホール内に 300 台、その他の地区に 200 台の来庁者用駐車場を

確保し、閉庁時には来街者用の駐車場として活用 

徒歩や自転車でも安全・快適にアクセスできる環境整備 

長岡駅とシティホール間を結ぶペデストリアンデッキ（立体的に車道と分

離させた歩行者専用の通路）や自転車駐輪場の整備など 

<<新しい市役所の姿と基本的な方向性>> <<実現のための方策>> 


